
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
及
び
平
成
三
十
一
年

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
一
ア
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
)

第
一
条

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
(
平
成
二
十
七
年

法
律
第
三
十
三
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

第
二
節

寄
附
金
付
郵
便
葉
書
等
の
発
行
の
特
例
(
一
第
十
五
条
)

を

組
織
委
員
会
へ
の
国
の
職
員
の
派
遣
等
(
第
十
六
込
↑
第
二
十
八
条
)
」

第
三
節

金
付
郵
便
葉
書
等
の
発
行
の
特
例
(
第
十
五
条
)

電
波
法
の
特
例
(
第
十
五
条
の
二
)

に
改
め
る

D

委
員
会
へ
の
国
の
職
員
の
派
遣
等
(
第
十
六
条
|
第
二
十
八
条
)

祝
日
に
関
す
る
法
律
の
特
例
(
第
二
十
九
条
)

L -

-寸

第
二
節

寄
附

第
二
節
の
二

笹
川
コ
芯
即

第
五
章

組
織

国
民
の



第
四
章
第
二
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節
の

電
波
法
の
特
例

第
十
五
条
の
二

電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
〉
第
百
三
条
第
一
項
〈
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六

号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
並
び
に
第
百
三
条
の
二
第
一
一
攻
、
第
二
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
八
項

ま
で
の
規
定
は
、
組
織
委
員
会
に
は
、
専
ら
大
会
の
準
備
及
び
運
営
に
関
す
る
業
務
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
設
す
る
無
線
局
に
関
し
て
は
適
用
し
な
い

D

本
則
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
特
例

第
二
十
九
条

平
成
三
十
二
年
の
国
民
の
祝
日
(
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
)
第

一
条
に
規
定
す
る
国
民
の
祝
日
を
い
う
。
)
に
関
す
る
同
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
ペ
同
法
第
二
条
海
の
日
の
項
中

「
七
月
の
第
三
月
曜
日
」
と
あ
る
の
は
「
七
月
二
十
三
日
」
と
、
同
条
山
の
日
の
項
中
「
水
月
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
八

月
十
日
」
と
、
同
条
体
育
の
日
の
項
中
「
十
月
の
第
二
月
曜
日
」
と
あ
る
の
は
「
七
月
二
十
四
日
」
と
す
る
。

(
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
)



第
二
条

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
(
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
)

の
・
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
章

「
第
二
章

寄
附
金
付
郵
便
葉
書
等
の
発
行
の
特
例
(
第
二
条
)
」
を

寄
附
金
付
郵
便
葉
書
等
の
発

第
二
章
の

電
波
法
の
特
例
(
第
二

行
の
特
例
〈
第
二
条
)

条
の
二
)

に
改
め
る
。

第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章
の
ニ

電
波
法
の
特
例

第
二
条
の
二

電
波
法
〈
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
)
第
百
三
条
第
一
項
(
第
一
口
す
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
、

第
八
号
及
び
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
並
び
に
第
百
三
条
の
ニ
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
組
織

委
員
会
に
は
、
専
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
の
準
備
及
び
運
営
に
関
す
る
業
務
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
設
す
る
無
線
局
に
関
し
て
は
適
用
し
な
い
。

附

貝リ



、... 
、ーー

の
法
律
iま
、

公
布
の
日
台、

ら
施
行
す
る。

四



理

由

平
成
三
十
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
円
滑
な
準
備
及
び

運
営
に
資
す
る
た
め
電
波
法
の
特
例
及
び
一
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十
一
年
に
開
催

さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
の
円
滑
な
準
備
及
び
運
営
に
資
す
る
た
め
篭
波
法
の
特
例
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

五





本
案
施 本
行 案

施
よ イ'了ー

る
減 要
収 す
見 る
込 経
額 費
i土、

約
一
十

一
億
円
で
あ
る。

七
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平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
及
び
平
成
三
十
}
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会

特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
表

O

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
穴
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
(
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
)
(
抄
)
(
第
一
条
関

係

)

(

倒

鯛

制

剣

は

改

正

部

分

)

目
次第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

改

正

後

総
則
(
第
一
条
)

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
推
進
本
部
(
第
二
条
|
第
十
二
条
)

基
本
方
針
等
(
第
十
三
条
・
第
十
三
条
の
ニ
)

第

節
大
会
の
円
滑
な
準
備
及
び
運
営
の
た
め
の
支
援
措
置
等

国
有
財
産
の
無
償
使
用
〈
第
十
四
条
)

附
則

八
条
)

例

五
条
の

百
三
条

。目

次第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
}
一
節

現

行

総
則
(
第
一
条
)

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
推
進
本
部
(
第
三
条
|
第
十
二
条
〕

基
本
方
針
等
{
第
ナ
三
条
・
第
十
三
条
の
二
)

大
会
の
円
滑
な
準
備
及
び
運
営
の
た
め
の
支
援
措
置
等

固
有
財
産
の
無
償
使
用
(
第
十
四
条
)

附
則

(
新
設
)

八
条
)

(
新
設
)



関

る
こ
と
を
目
附
と
し
て
開
設

し
て
は
適
用
し
な
い
。

川

)

疋l
問
調
用
に
つ
い
て

i
、
同

f
免
二
条

日
の
項
中
「
七
月
の
第
三
月
曜
日
叶
剖
制
引
制
同
↓
剖
別
ゴ
叶
弓
削
汁
と
、
同

川
別
叶
同
叶

H
1同
斜
倒

を
い
う
。
)
に
関

八
月
十
一
日
」
と
あ
る
の
は

日
」
と
あ
る
の

l

四
日
」
と

引
引
吋
i

の

(
新
設
)

(
新
設
)



改，

案

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
(
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
)
(
抄
)
(
第
二
条
関
係
)
(
倒
謝
制
剣
は
改
正
部
分
)

。

正

。目

次第
↓
章

総
則
(
第
一
条
)

一
第
三
章

附
則
、

組
織
委
員
会
へ
の
国
の
職
員
の
派
遣
等
(
第
三
条
|
第
十
五
条
)

る
調
謝
の
用
に
社
、

局
に
関
し
て
出
湖
用

U
掛
け
4
1

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
寄

る
鮒
繍

て月

目
次第

一
章

現

行

第
三
章

附
則

(
新
設
)

疋

総
則
(
第
一
条
)

町
川

組
織
委
員
会
へ
の
国
の
職
員
の
派
遣
等

〈
新
設
)

(
第
三
条

i
第
十
五
条
)



i別添 2-11

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
(
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
国
民
体
育
大
会
」
を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
国
民
体
育
大
会
」

「
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
」
を
「
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に
改
め
、

を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
、

同
条
第
二
項
中
「
財
団
法
人
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
を
「
公
益
財
団
法
人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
国
民
体
育
大
会
」
を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
、

「
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
」
を
「
公
益
財
団
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に
、

「
財
団
法
人
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
を
「
公
益
財
団
法
人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
財
団
法
人
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
を
「
公
益
財
団
法
人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」

に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
国
民
体
育
大
会
」
を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
改
め
る

D

附

員リ

(
施
行
期
日
)



色、

1 

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定
(
「
国
民
体
育

大
会
」
を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
)
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
三
項
の
改
正
規

定
〈
『
国
民
体
育
大
会
」
を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
改
め
る
部
分
を
除
〈
。
)
並
び
に
第
二
十
七
条
第
二
項
の
改
正
規

¥ 

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
地
方
税
法
の
一
部
改
正
)

2 

地
方
税
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
五
条
の
三
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
号
中
「
国
民
体
育
大
会
」
を
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
改
め
る
。



理

出

国
民
体
育
大
会
の
名
称
を
改
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
口
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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ス
ポ

l
y基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
表

。
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
(
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
)
(
抄
)

改

後

¥ 

正

明
及
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
)

第
二
十
六
条

国

ス
ポ
ー
ツ
対
会
は
、
公
益

(
昭
和
二
年
八
月
八
日
に
財
団
法
人
大
日
本
体
育
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立

さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
国
及
び
開
催
地
の
都
道
府
県
が
共
同

し
て
開
催
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
開
催
者
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
選
出

さ
れ
た
選
手
が
参
加
し
て
総
合
的
に
運
動
競
技
を
す
る
も
の
と
す
る
。

回
出
入
日
和

が
川
署
ス
ポ

l

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
.
公
劃

刈
樹
封
(
昭
和
四
十
年
五
月
二
十
四
日
に
財
団
法
人
日
本
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
閉
じ
。
)
、
国
及

2 
び
開
催
地
の
都
道
府
県
が
共
同
し
て
開
催
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
開
催

者
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
選
手
が
参
加
し
て
総
合
的
に
運
動
競

技
を
す
る
も
の
と
す
る
。

官
及
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
円
滑
な

3 

国
は
、
国

日び
開
催
地
の
都
道
府
県
に
対
し
、

(
国
際
競
技
大
会
の
招
致
又
は
開
催
の
支
援
等
)

(
倒
剰
刺
剣
は
改
正
部
分
)

現

行

国1

判
及
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
)

同
大
会
は
、
公

第
二
十
六
条

同
協
針
(
昭
和
二

国

年
八
月
八
日
に
財
団
法
人
大
日
本
体
育
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法

人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
国
及
び
開
催
地
の
都
道
府
県
が
共
同
し
て
開
催

す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
開
催
者
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
選

手
が
参
加
し
て
総
合
的
に
運
動
競
技
を
す
る
も
の
と
す
る
。

2 

R
害
者
月
一
ポ
川
吹
協
会

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

(
昭
和
四
十
年
五
月
二
十
四
日
に
財
団
法
人
日
本
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
)

A

国
及
び
開
催

地
の
都
道
府
県
が
共
同
し
て
開
催
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
開
催
者
が
定

め
る
方
法
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
選
手
が
参
加
し
て
総
合
的
に
運
動
競
技
を
す

る
も
の
と
す
る
。

3 

人|

国

は

、

岡

京

及

び

全

国

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

大

会

の

円

滑

な

実

施

及
び
運
営
に
資
す
る
た
め
、
一
こ
れ
ら
の
開
催
者
で
あ
る
斜
川

倒
剖
樹
斜
又
は

官
及

胃
及
び
開
催
地
の
都
道

府
県
に
対
し
、

必
要
な
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
国
際
競
技
大
会
の
招
致
又
は
開
催
の
支
援
等
)



第
二
十
七
条

(
略
)

2 

国
は
、

公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
〈
平
成
元
年
八
月
七

日
に
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法

岡
出
川
副

d

人
を
い
う
。
)
、

百
そ
の
他
の
ス

公

ポ

i
ツ
団
体
が
行
う
国
際
的
な
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
に

関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
緊

密
な
連
絡
を
図
る
も
の
と
す
る
。

(
国
の
補
助
)

第
三
十
三
条

国
は
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
、

そ
の
一
部

を
補
助
す
る
。

耳
及
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
及
び
運

国
営
に
要
す
る
経
費
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
開
催
地
の
都
道
府
県
に
お
い
て

要
す
る
も
の

(
略
)

ワ
ム
]
・
円
。

(
略
)

第
二
十
七
条

(
向
上
)

2 

国
は
、

公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
(
平
成
元
年
八
月
七

日
に
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法

人
を
い
う
。
)
、

官
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
行
う
国
際
的
な
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
に
関
し
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
緊
密
な
連

絡
を
図
る
も
の
と
す
る
。

(
国
の
補
助
)

第
三
十
三
条

国
は
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
、

そ
の
一
部

を
補
助
す
る
。

云
及
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
及
び
運
営
に

国
要
す
る
経
費
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
開
催
地
の
都
道
府
県
に
お
い
て
要
す
る

も
の

(
向
上
)

円

4

・
q
u

(
向
上
)



. 

i正

案

地
方
税
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
(
抄
)
(
附
則
第
二
項
関
係
)

現，.

。

改

一
(
圏

第
七
十
五
条
の
三
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る

ゴ
ル
フ
場
の
利
用
に
対
し
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き

な
し
。

等
の
場
合
に
お
け
る
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
非
課
税
)

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
(
平
成
二
十
三
年
法
樟
第
七
十
八
号
)
第
二
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
園
周
刈
剥
け
刈
対
到
の
ゴ
ル
フ
競
技
に
参
加
す
る
選

手
が
当
該

官
の
ゴ
ル
フ
競
技
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
行
う
場

合
〈
道
府
県
知
事

ι

又
は
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
そ
の
旨
を
証
明
す
る
場

合
に
隈
る
。
)

の
当
該
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

(
略
)

，、 1

(
倒
謝
制
対
は
改
正
部
分
)

行

官
、
等
の
場
合
に
お
け
る
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
非
課
税
)

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る

泳、、‘。

ふ
ん
、

ν

ゴ
ル
フ
場
の
利
用
に
対
し
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
(
平
成
ニ
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
)
第
二
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
闘
尉
倒
制
対
到
の
ゴ
ル
フ
競
技
に
参
加
す
る
選
手
が

当
該
国
国
側
制
対
斜
の
ゴ
ル
フ
競
技
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
行
う
場
合
(
道
府

県
知
事
又
は
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
そ
の
旨
を
証
明
す
る
場
合
に
限

の
当
該
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

る
。
)

(
向
上
)
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国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
体
育
の
日
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
口

ス
ポ
ー
ツ
の
日

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
他
者
を
尊
重
す
る
精
神
を
培
う
と
と
も
に
、
健
康
で

十
月
の
第
二
月
曜

日

活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
願
う
。

附

員IJ

(
施
行
期
日
)

1 

ニ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
一
部
改
正
)

2 

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
(
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

D

第
二
十
三
条
(
見
出
し
を
含
む

D

〉
中
「
体
育
の
日
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
に
改
め
る

D

(
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
)

3 

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
(
平
成
二
十
七
年
法
律



第
三
十
三
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
体
育
の
日
の
項
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
項
」
に
改
め
る
。



理

体
育
の
日
を
ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

由
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。
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
・
文

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
)
(
第
二
条
関
係
)

ー改

第
二
条

正

「
国
民
の
祝
日
」
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

(
略
)

ス
ポ
ー
ツ
の
日

(
略
)

後

第
二
条

(
略
)

行

「
国
民
の
祝
日
」
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

現

同

の

日

〈
略
)

(
倒
銅
醐
剣
は
改
正
部
分
〉

ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
し



。
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
(
平
成
二
十
三
年
法
樟
第
七
十
八
号
)
(
附
則
第
二
項
関
係
)

(
倒
創
刊
剣
は
改
正
部
分
〉

第
け実のすかお和二(
れ施生るつい二十ス
ばさ活よ て十三ポ
なれの フ 手責

、
コ条

ら る 実努極国年 ツ
な よ情め的民法国の
し1 つ にる にの律及 日。

、 ~p と ス 間第びの
必 し と ポに百地行
要て も 広 七 方 事
なス にツ く 十公)
施 ポ をス八共

改策 広行ポ号団
をツ く つ )体

正講を国意ツ第は
じ行民欲に二

、
、

つ がをつ条国
案

及こ あ高いに民
びと ら揚て規の
援が ゆすの定祝
助で る る 関す 日
をき地よ心る
行る 域 つ と ス 関
つ よ でな理ポ す
よ つ そ行解 る
つ なれ事をツ 法
努行ぞを深の 律
め事れ実め 日 〆-、
ながそ施 、に昭

第
なれ の う 積 て 和 二

なよ情め的国十三
いうにるに民コ条
。、即とスの年

必しとポ開法国の
要ても 1 に律第 及 行
なスにツ広 び事
施ポ、をく百地)

策 i 広行ス七方
をツくうポ十公
講 を 国 意 ! 八 共
じ 行 民 欲 ツ 号 団 現

うがをに)体
及こあ高つ第は
びとら揚い二

行
援がゆすて条国
助でるる自に民
をーき地よ 規の
行る域う心定祝
うよでなとす日

う な れ 事 を 関
努 行 ぞ を 深 す
め事 れ 実 る
ながそ施均 法
け実のすかに律
れ施生る お(
ばさ活よそい昭

」



。
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
(
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
)
(
附
則
第
三
項
関
係
)

(
倒
剰
刺
剣
は
改
正
部
分
)

第
十条問日 を(二
四ス 条のい昭十
日 ポ 山項 う和九第

L嶋崎 の 中 J 二条五
とツ.日::-' ，~十 章
すの の 七 員 三 平
る日項月す年成国

の中の e 法コ民

害「第自律十の
八三法第二祝

「月月の百年目
十 十 曜 規 七 の に

改
月一日定十国関

、 の臼」の人民す
玉第」と適号のる

ことあ用.._...祝法
案

月あるに第日律
曜るのっ一(の
日のはい条国特
」は「てに民例

と八「 七 は 規 の
あ 月、定祝
る月 二同す日
の十十法るに
は日 コ第国関

L-

日 二民す-ー，
七と」 条のる
月

、
と海祝法

二間 、 の 日 律

第

日条体育 同日 を(二
」 条 のい 昭十
と 山項う和九第
すのの中 J 二条五
る 日 日 _ ， h: 十 章

のの七'- -平

望項 月 事 年 成 国
中のる法三民

-. -.第同律十の
十八三 第二祝
月月月号百年日
の十曜 七のに
第一 日 翌 十 国 関

現

二日」 人民す
月」と員号のる
曜と あ 用 ) 祝 法

イ1Tー
日あるに第日律
」る の っ 一 ( の
とのはい条国特
あ t は「てに民例
る「七は規の
の八月、定祝 I

は月 二同す日
「十十法るに
七 日 コ第国関
月」 日 二 民 す
こと」 条 の る
十

、
と海祝法

四同 、の 日律



ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
i
ピ
ン
グ
の
防
止
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
(
第
一
条
l
第
十
条
)

第
二
章

基
本
方
針
(
第
十
一
条
)

第
三
章
基
本
的
施
策
(
第
十
二
条

l
第
十
六
条
)

附
則

第
一
章

総
員リ

(
目
的
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
(
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
)
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
i
ピ
ン
グ
の

防
止
に
関
す
る
国
際
規
約
(
以
下
「
国
際
規
約
」
と
い
う
。
〉
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
ド
l
ピ
ン
グ
防
止
活
動
の
推
進
に
関

し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本
方
針
の
策
定
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
者
の
心
身
の
健
全

な
発
達
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。



(
定
義
)

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
」
と
は
、
国
際
競
技
大
会
等
(
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
そ
の
他
の
国
際
的
な
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
会
及
び
全
国
的
な
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
の

又
は
出
場
し
よ
う
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
(
プ
ロ
ス

競
技
会
を
い
う
。
第
十
五
条
第
一
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
)

に
出
場
し
、

一
ポ

i
ツ
の
選
手
を
含
む

D

〉
を
い
う
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
運
営
団
体
」
と
は
、

2 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
一
た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る

目
的
と
す
る
団
体
で
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
会
の
準
備
及
び
運
営
を
行
う
も
の
を
い
う
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
!
ピ
ン
グ
」
と
は
、
禁
止
物
質
(
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
に
関
す
る
能
力

3 
を
不
当
に
向
上
さ
せ
る
効
果
を
有
す
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
使
用
を
禁
止
す
べ
き
物
質
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
物
質
を
い
う
J

)

の
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
す
る
使
用
そ
の
他
の
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
競
技
に
関
す
る
能
力
を
不
当
に
向
上
さ
・
せ
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
禁
止
物
質
の
使
用
等
」

と
い
う
。
)
、
禁
止
物
質
の
使
用
等
の
目
的
で
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
薬
品
そ
の
他
の
物
品
を
所
持
す
る
行
為
、
ド

i
ピ
ン
グ

の
検
査
(
禁
止
物
質
の
使
用
等
に
係
る
検
査
に
関
す
る
計
画
の
立
案
、
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら
の
検
体



の
採
取
、
当
該
検
体
の
保
管
及
び
当
該
検
体
の
輸
送
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
を
妨
げ
る
行
為
そ
の
他
の
国
際
規
約
に
違
反

す
る
行
為
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
行
為
を
い
う
口

4 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
」
と
は
、
ド
!
ピ
ン
グ
の
検
査
、

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド

i
ピ
ン
グ
の
防

止
に
関
す
る
教
育
及
び
啓
発
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
!
ピ
ン
グ
の
防
止
に
必
要
な
活
動
を
い
う
。

(
基
本
理
念
)

第
三
条

ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
公
正
性
及
び
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
者
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
口

2 

ド
l
ピ
ン
グ
防
止
活
動
は
、
ド
!
ピ
ン
グ
の
検
査
に
お
け
る
公
平
性
及
び
透
明
性
、
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
推
進
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

3

ド
l
ピ
ン
グ
防
止
活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
運
営
団
体
の
自
主
性
及
び
自
律
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
推
進
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

D

4 

ド
i
ピ
ン
グ
防
止
活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
に
配
慮
し
つ
つ
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド

l
ピ
ン
グ
の
禁
止
)



四

第
四
条

国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
不
正
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド

i
ピ

又
は
他
の
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
!
ピ
ン
グ
を
行
い
、
若

ン
グ
を
行
い
、

し
く
は
助
け
て
は
な
ら
な
い
。

2 

国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
し
て
指
導
文
は
訓
練
を
行
う
者
、
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が

属
す
る
チ

l
ム
の
業
務
に
従
事
す
る
者
、
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
し
て
医
療
を
提
供
す
る
医
師
そ
の
他

の
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
支
援
を
行
う
者
は
、
不
正
の
目
的
を
も
っ
て
、
国
際
競
技
大
会
等
出
場
ス
ポ
!

ツ
選
手
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
l
ピ
ン
グ
を
行
い
、

文
は
助
け
て
は
な
ら
な
い

D

(
国
の
責
務
)

第
五
条

国
は
、
第
三
条
の
基
本
理
念
(
以
下
単
に
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
)
に
の
っ
と
り
、
ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
の
推

進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

(
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
役
割
〉

第
六
条

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
(
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
)
は
、
国
及
び
公
益
財
団
法
人
日

本
ア
ン
チ
・
ド
!
ピ
ン
グ
機
構
(
平
成
十
三
年
九
月
十
六
日
に
財
団
法
人
日
本
ア
ン
チ
・
ド
!
ピ
ン
グ
機
構
と
い
う
名
称
で



設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
「
日
本
ア
ン
チ
・
ド

i
ピ
ン
グ
機
構
」
と
い
う
。
)
と
連
携
し
、
ド

i
ピ
ン
グ
防
止
活
動

に
お
け
る
中
核
的
な
機
関
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
す
る
。

(
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
運
営
団
体
の
努
力
)

ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
運
営
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
ド

i
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
取
り

第
七
条

組
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る

D

(
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
働
)

第
八
条

国
、
セ
ン
タ
ー
、

日
本
ア
ン
チ
・
ド
!
ピ
ン
グ
機
構
、

ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
運
営
団
体
及
び
民
間
事
業
者
そ
の
他
の
関

係
者
は
、
基
本
理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
働
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
地
方
公
共
団
体
の
努
力
義
務
)

第
九
条

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
ド
i
ピ
ン
グ
防
止
活
動
の
推
進
に
関
し
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担

を
踏
ま
え
て
、

そ
の
地
方
公
共
団
体
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

、局、、
.. 
0
 

J

ん、
L
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(
法
'
制
上
の
措
置
等
)

五



-ー孟-
ノ、

第
十
条
政
府
ば
、
ド
l
ピ
ン
グ
防
止
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ

の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

基
本
方
針

一
第
十
一
条
文
部
科
学
大
臣
は
、
ド

i
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
(
以

2 

基
本
方
針
は
、
ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
〉
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

文
部
科
学
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
も
の
と

第
三
章

基
本
的
施
策

一
す
る
。文

部
科
学
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

4 

(
人
材
の
育
成
及
び
確
保
)

‘
第
十
二
条
国
は
、
ド
l
，
ピ
ン
グ
の
検
査
を
行
う
者
、

こ
れ
を
補
助
す
る
者
そ
の
他
の
ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
を
担
う
人
材
の



育
成
及
び
確
保
、
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ド

i
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
関
す
る
教
育
及
び
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

(
研
究
開
発
の
促
進
〉

第
十
三
条

国
は
、
大
学
そ
の
他
の
研
究
機
関
が
行
う
ド

l
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
関
す
る
研
究
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

(
教
育
及
び
啓
発
の
推
進
等
)

第
十
四
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
よ
う
、
ド
!
ピ
ン

グ
防
止
活
動
に
関
す
る
教
育
及
び
啓
発
の
推
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2 

国
は
、
ド

i
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
資
す
る
よ
う
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
情
報
の

提
供
、
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

(
情
報
.
の
共
有
等
)

第
十
五
条

国
は
、
我
が
国
に
お
け
る
国
際
競
技
大
会
等
の
開
催
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
国
の
行
政
機
関
、
セ
ン
タ
ー
、

日
本
ア
ン
チ
・
ド
l
ピ
ン
グ
機
構
及
び
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド

i
ピ
ン
グ
の
防
止
に
関
す
る
機
関
の
間
に
お
け
る

七



)~ 

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
!
ピ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2 

文
部
科
学
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、

資
料
又
は
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
国
際
協
力
の
推
進
等
)

一
第
十
六
条

国
は
、
前
条
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ド
l
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
関
す
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
セ
ン
タ
ー
及
、
び
日
本
ア
ン
チ
・
ド
l
ピ
ン
グ
機
構
が
国
際
的
な
ス
ポ

l
ヅ
に
お
け
る
ド

i
ピ
ン
グ
の
防
止
に
関
す
る
機

関
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附

則

{
施
行
期
日
)

1 

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〈
検
討
)

2 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
!
ピ
ン
グ
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
ス
ポ
ー

ツ
に
お
け
る
ド
l
ピ
ン
グ
に
関
す
る
国
の
関
与
の
在
り
方
を
含
め
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を



講
ず
る
も
の
と
す
る
。

九





理

由

ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
ド
!
ピ
ン
グ
防
止
活
動
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念

を
定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本
方
針
の
策
定
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。




